
平成２８年度 学校経営方針

１ 学校教育目標

「豊かな心と健康なからだを育み、もてる力を最大限に発揮できる児童生徒を育てる」

めざす児童生徒像 ５つの基礎・基本の獲得

○いつも明るく あいさつする子 ・基本的な生活習慣の確立

○みんなと仲良く 思いやりのある子 ・健康な身体の確立

○いっしょに学び 考える子 ・豊かな心の獲得

○すすんで働き がんばる子 ・考える力の獲得

○豊かな感性と 表現力のある子 ・社会・経済的自立の確立

めざす教職員像

○児童生徒の人権を尊重し、愛情にあふれ、保護者から信頼される教職員

○特別支援教育の専門職としての自覚をもち、日々指導力向上の研鑚に努める教職員

○幅広い見識と道徳心、社会性を備えたコミュニケーション能力のすぐれた教職員

２ 今年度の重点目標

（１）安全で安心な教育環境を整える。

・常に危機意識をもち、学校事故を未然に防ぐ手立てを講じるとともに不祥事根絶を目指す。

・児童生徒の実態についての情報を共有し、安全で安心して学習できる環境を整備する。

・防災安全（引き渡し）、保健指導、食の指導（アレルギー）の充実を図る。

（２）時代のニーズや実態に即した教育を実践する。

・常に「子どもたちのために」を意識し、柔軟な発想で教育課程の改善を目指す。

・キャリア教育の視点を大切にし、高等部卒業後の姿を意識した計画的な指導を行う。

・道徳、英語（ALT）、スポーツ（部活動）、音楽、美術の充実を図る。

（３）組織の専門性、教員の識見、指導力の向上に努める。

・一人一人が学校経営に参画する意識をもち、力を集結してより良い学校へ改善して行く。

・主体的な研究、研修に積極的に取組み、専門知識や技能を高め合えるように努める。

・授業研究を含め、授業を見あえる状況を構築し、授業力の向上を目指す。

（４）保護者や地域との連携を強化する。

・保護者や関係機関との密接な連携と学校評価を通じて、学校教育の改善を速やかに図る。

・学校行事、学校間交流、居住地校交流等をとおし、共生社会構築の一翼を担う。

・センター的機能の充実を図るとともに、地域資源や校内資源の活用を積極的に進める。


